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私
の
地
元
は
南
相
馬
市
原
町
区
で
、
祖
父
母
が

小
高
区
で
農
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
東
京
の
大

学
を
卒
業
後
、
数
年
東
京
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

家
庭
の
事
情
で
福
島
に
戻
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
は
会
社
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

祖
父
母
や
親
戚
の
身
近
に
「
農
業
」
が
あ
っ
た
こ

と
で
農
業
へ
の
道
を
考
え
始
め
ま
し
た
。
就
農
相

談
の
た
め
、
ま
ず
は
行
政
に
相
談
に
行
き
、Ｊ
Ａ
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
本
宮
市
青

田
の
松
本
次
男
さ
ん
の
も
と
で
研
修
を
受
け
て
い

ま
す
。

　
研
修
で
は
、
就
農
予
定
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
水
稲
、

ネ
ギ
な
ど
の
定
植
や
栽
培
管
理
を
行
い
実
践
的
に

学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
研
修
を
始
め
た
23
年
４

月
か
ら
毎
日
研
修
で
教
わ
っ
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ

と
を
日
誌
に
書
い
て
お
り
、
学
ん
だ
こ
と
を
そ
の

日
の
う
ち
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
研
修

の
合
間
に
は
行
政
に
出
向
き
、
就
農
す
る
た
め
に

必
要
な
農
地
探
し
や
就
農
後
の
助
成
制
度
な
ど

様
々
な
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、Ｊ
Ａ
出
荷
や
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
、
訪
問
で
の

販
売
な
ど
を
視
野
に
入
れ
、
研
修
中
に
販
売
戦
略

を
練
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

名
前
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
、
信
頼
し

て
も
ら
え
る
農
家
と
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
そ

し
て
い
ず
れ
は
法
人
化
し
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
メ
イ

ン
と
し
た
大
規
模
な
農
業
経
営
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。

就
農
者

安
達
地
区
／
郡
山
市

23
年
４
月
か
ら

研
修
し
て
い
ま
す
！

松本さん㊧に芽かきを教わる中山さん

県の担当者も交え就農相談

叔父から受け継いだ草刈り機を操作する
中山さん

new!
育てる農作物に愛着を持つ

中山陽介さん（32歳）
就 農 歴： 研修１年目
栽培品目（予定）： ミニトマト、水稲

表紙の人
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農
業
と
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
の
共
生
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
端
を
発
す
る
原

油
価
格
の
高
騰
、
生
産
資
材
、
肥
料
・
飼
料
の
高
騰
や
恒
常

化
す
る
自
然
災
害
の
発
生
な
ど
、
今
ま
で
に
例
を
見
な
い
厳

し
さ
が
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
協
同
組
合
向
け
の
総
合
的
な
監
督
指
針
が
改

正
に
な
り
Ｊ
Ａ
版
早
期
警
戒
制
度
が
導
入
さ
れ
自
己
改
革
実

践
サ
イ
ク
ル
の
着
実
な
実
践
を
行
う
為
に
経
営
環
境
の
変
化

等
を
踏
ま
え
取
組
施
策
や
目
標
の
見
直
し
検
討
を
行
い
年
度

毎
の
進
捗
管
理
を
行
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
組
合
員
と
の
対
話
を
継
続
し
、

正
組
合
員
・
准
組
合
員
の
声
を
反
映
さ
せ
、
一
体
と
な
っ
た

持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
運
営
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
地
域
の

ニ
ー
ズ
や
課
題
を
共
有
し
、
協
同
組
合
活
動
を
通
じ
、
地
域

農
業
の
振
興
、
さ
ら
に
は
豊
か
な
地
域
社
会
の
発
展
へ
と
一

層
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、
中
期
経
営
計
画
書
「
第
３
期
み
ら
い
ろ

プ
ラ
ン
」
の
２
年
度
を
迎
え
、
不
断
の
自
己
改
革
を
着
実
に

進
め
、
持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
を
目
指

し
ま
す
。

　

つ
い
て
は
取
り
巻
く
内
外
情
勢
や
環
境
を
踏
ま
え
、
基
本

方
針
を
次
の
と
お
り
掲
げ
て
進
め
ま
す
。

激
変
す
る
環
境
に
対
応
し
た
不
断
の
自
己
改
革
の
実
践

を
通
じ
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
で
あ
り
続
け

る
た
め
「
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
版
成
長
と
分
配
」
を
目

指
し
、
総
合
事
業
を
継
続
し
全
体
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
保

ち
な
が
ら
、
地
域
農
業
振
興
へ
の
貢
献
・
支
援
を
第
一

義
に
事
業
運
営
を
邁
進
し
地
域
活
性
化
に
向
け
た
組
織

協
同
活
動
の
展
開
に
よ
り
地
域
経
済
に
貢
献
・
寄
与
し

続
け
ま
す
。

１
．
地
域
農
業
振
興
戦
略

　

○�

多
様
な
担
い
手
の
育
成
・
確
保
、
農
地
集
積
に
よ
る
農

地
の
有
効
活
用
と
農
業
振
興
支
援
事
業
の
継
続
実
施

　

○�

1
営
農
セ
ン
タ
ー
1
億
円
販
売
高
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み

及
び
農
業
生
産
基
盤
の
確
保
・
拡
充

　

○�

の
れ
ん
分
け
方
式
に
よ
る
技
術
継
承

　

○�

農
業
労
働
力
の
確
保
体
制
の
整
備
、
自
然
災
害
リ
ス
ク

基
本
方
針

　

当
Ｊ
Ａ
は
５
月
31
日
、
第
８
回
通
常
総
代

会
を
福
島
市
の
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
で
開
き
ま

し
た
。
総
代
１
，０
０
０
人
の
う
ち
書
面
出
席

を
含
む
９
８
１
人
が
出
席
。
令
和
４
年
度
事

業
報
告
や
５
年
度
事
業
計
画
な
ど
全
５
議
案

と
付
帯
決
議
を
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

数
又
清
市
組
合
長
は
「
４
年
度
か
ら
肥
料
・

飼
料
や
農
業
資
材
・
燃
料
高
騰
な
ど
こ
れ
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。『
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
』
の

取
り
組
み
や
『
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
版
の
れ

ん
分
け
方
式
』
に
よ
る
新
規
就
農
者
の
拡
大

を
図
り
、
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
向
け

た
独
自
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
不

断
の
自
己
改
革
の
実
践
に
よ
り
持
続
可
能
な

Ｊ
Ａ
運
営
を
目
指
し
、
地
域
社
会
の
発
展
へ

と
貢
献
し
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

議　　　案
第 1号議案　�令和４年度事業報告及び剰余金処分案の承認について
　報告事項　�令和４年度貸借対照表、損益計算書及び注記表の内容並びに会計監査

人の監査報告及び監事の監査報告について
第２号議案　令和５年度事業計画の設定について（自己改革工程表含む）
第３号議案　令和５年度における理事及び監事の報酬について
　　　　　　１．理事の報酬について
　　　　　　（１�）報酬額等� �

　昨年度の支給実績及び事業実績、経済情勢の変化等を考慮して、
令和５年度の理事の報酬は総額126,000千円以内とし、その範囲
における各理事の報酬額、支給方法などについては、理事会に一任
する。

　　　　　　（２）�理事の定数� �
52名

　　　　　　２．監事の報酬について
　　　　　　（１�）報酬額等� �

　昨年度の支給実績及び事業実績、経済情勢の変化等を考慮して、
令和５年度の監事の報酬は総額25,000千円以内とし、その範囲内
における各監事の報酬額、支給方法などについては、監事の協議に
一任する。

　　　　　　（２）�監事の定数� �
8名（うち員外監事２名）

第４号議案　定款及び定款附属書（総代選挙規程）の一部変更について
第５号議案　一般社団法人JAバンク・�JFマリンバンクからの退社について
　付帯決議　１．�決議事項中行政庁の認可、承認等を必要とするものについて、総

代会の決議内容を変えない字句等の変更は、理事会に一任する。
　　　　　　２．�事業計画の変更については、年度途中でその一部について軽微な

変更を要するに至ったときは、理事会においてその変更をなすこ
とができることとする。

　報告事項　「JAバンク基本方針」の変更について

に
備
え
収
入
保
険
加
入
の
啓
蒙

　

○�

安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み
継
続
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
拡
大

及
び
販
路
拡
大

　

○�

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
と
符
合
し
た
低
コ
ス
ト

で
環
境
に
優
し
い
農
業
生
産
体
系
へ
の
取
り
組
み
強
化

２
．
組
織
基
盤
強
化
戦
略

　

○�

組
合
員
訪
問
活
動
や
目
的
別
組
織
活
動
を
通
じ
た
組
合

員
と
の
接
点
強
化

　

○�

准
組
合
員
の
中
で
正
組
合
員
資
格
保
有
者
へ
の
資
格
変

更
に
よ
る
積
極
的
な
農
協
事
業
へ
の
参
加
・
利
用
に
よ

る
接
点
強
化
、
意
思
反
映

　

○�

女
性
部
組
織
の
維
持
拡
大
と
女
性
組
合
員
の
拡
大
対
策

　

◯�

高
齢
者
福
祉
活
動
や
食
農
教
育
を
通
じ
た
次
世
代
育
成

と
地
域
貢
献
活
動
の
積
極
的
な
展
開

　

◯�

Ｊ
Ａ
総
合
事
業
を
通
じ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
へ
の
貢
献
と
地
域

支
援
活
動
へ
の
反
映

　

○�

Ｊ
Ａ
の
経
営
管
理
高
度
化
に
資
す
る
役
員
研
修
と
人
材

育
成
基
本
方
針
に
基
づ
く
職
員
教
育
の
取
り
組
み
強
化

３
．
経
営
基
盤
強
化
戦
略

　

○�

次
代
を
見
据
え
た
事
業
改
革
と
拠
点
再
編
の
着
実
な
実
施

　

○�

自
己
改
革
実
践
サ
イ
ク
ル
の
遂
行
と
Ｊ
Ａ
版
早
期
警
戒

制
度
へ
の
対
応

　

○�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
事
務
堅
確
化
、
内
部
統
制
の
強
化

　

○�

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
着
実
な
実
践
と
法
令
遵
守
し
た

事
業
の
取
り
組
み
と
検
証
強
化

　

○�

Ｊ
Ａ
総
合
事
業
の
継
続
展
開
・
優
位
性
発
揮
に
よ
り
、

組
合
員
の
農
業
と
く
ら
し
全
般
へ
の
貢
献

▲�議長を務める伊藤隆一さん㊨と
中和田吉彦さん

▲議案を承認する出席者

▲表彰を受ける水谷さん㊨

優
績
組
合
員
等
表
彰

　
日
頃
、
事
業
運
営
に
ご
協
力
を
頂
い
て

い
る
組
織
代
表
者
及
び
組
合
員
の
皆
さ
ま

に
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
組
織

基
盤
の
強
化
並
び
に
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
の
一

体
的
事
業
運
営
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に

表
彰
い
た
し
ま
す
。

�

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

◆
事
業
推
進
功
労
者
表
彰

　
酪
農
部
会
連
絡
協
議
会

�

前
協
議
会
長　

鈴
木
義
裕

　
女
性
部
本
部

�

前
副
部
長　

蓬
田
由
美
子

�

前
副
部
長　

菅
野
ま
ゆ
み

　
資
産
運
用
部
会
運
営
委
員
会

�

前
副
委
員
長　

西
村
康
男

◆
販
売
事
業
優
績
組
合
員
表
彰

　
福
島
地
区

　
　

�

梅
宮
一
志
、
阿
部
隆
正
、
楠
雄
樹
、

桑
島
敏
幸

　
　

�

株
式
会
社�A

,�sA
GRIA

T
E

�

代
表
取
締
役　

斎
藤
和
哉

　
伊
達
地
区

　
　

�

野
田
正
、
佐
藤
親
、
土
屋
嘉
男
、�

�

須
田
紀
之
、
鈴
木
英
夫

　
安
達
地
区

　
　

�

目
黒
光
一
、佐
久
間
安
夫
、大
内
宜
行
、

　
　

三
浦
由
弘
、
石
川
良
訓

　
そ
う
ま
地
区

　
　

�

和
田
上
宗
雄
、
仲
野
内
勇
作
、�

�

菅
野
清
久
、
三
宅
好
、
佐
藤
隆
男

◆
購
買
事
業
優
績
組
合
員
表
彰

　
福
島
地
区

　
　

�

遠
藤
大
樹
、
佐
藤
弘
樹
、
廣
野
幸
浩
、

髙
田
薫

　
　

�

有
限
会
社�

ま
る
せ
い
果
樹
園

�

代
表
取
締
役　

佐
藤
清
一

　
伊
達
地
区

　
　

�

斎
藤
祐
一
、
菅
野
伸
一
、
秋
葉
武
、

野
田
弘

　
　

�

株
式
会
社�

あ
い
は
ら
果
樹
園

�

代
表
取
締
役　

相
原
泰
之

　
安
達
地
区

　
　

�

上
野
広
行
、
佐
藤
善
一
、三
浦
喜
富
、

熊
田
克
弘
、
三
浦
美
惠
子

　
そ
う
ま
地
区

　
　

�

菊
地
洋
一
、
松
林
正
治
、
佐
藤
一
郎
、

武
田
幸
俊

　
　

�

株
式
会
社�

桜
井
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス

�

代
表
取
締
役　

櫻
井
重
政

◆
優
良
集
落
営
農
組
織
表
彰

　
福
島
地
区

　
　

�

株
式
会
社�

松
川
ア
グ
リ
農
産

�

代
表
取
締
役
社
長　

安
田
善
喜

　
伊
達
地
区

　
　

�

保
原
育
苗
セ
ン
タ
ー�

�
�

組
合
長　

山
田
健
一

　
安
達
地
区

　
　

�

農
事
組
合
法
人�

仁
井
田
営
農
組
合

�

代
表
理
事　

遠
藤
傳
一
郎

　
そ
う
ま
地
区

　
　

株
式
会
社�

飯
崎
生
産
組
合

�

代
表
取
締
役　

水
谷
隆
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139.6%

120.6%
117.0%

127.5%

113.5%
111.8%
116.9%

102.4%
102.0%
103.2%

94.3%
96.3%

91.3%
92.6%
88.7%

90.2%

30.9%
19.3%

47.6%

116.8%
191.4％

①3,000 万円以上

②2,000 万円台

③1,000 万円台

④700～900万円台

⑤400～600万円台

⑥100～300万円台

⑦100万円未満

収入

経費

所得

0.0％ 50.0％ 100.0％ 150.0％ 200.0％
350
243
107
852
557
294
1,789
1,193
596
796
536
260
557
375
182
274
182
92
48
28
20

489
284
205
1,027
652
375
2.031
1,334
697
816
547
269
525
361
164
250
168
82
15
5
9

90.9％

72.5％

68.0％

53.7％

42.0％

52.7％

25.0％

27,683 千円

14,080 千円

7,392 千円

4,757 千円

4,891 千円

1,833 千円

47千円

販売高ランク

3,000 万円以上

2,000 万円台

1,000 万円台

700～900万円台

400～600万円台

100～300万円台

100万円未満

令和元年区分
収　入
経　費
所　得
収　入
経　費
所　得
収　入
経　費
所　得
収　入
経　費
所　得
収　入
経　費
所　得
収　入
経　費
所　得
収　入
経　費
所　得

令和4年 アップ率
所得アップ経営体
人数割合 最大アップ額

単位：百万円

139.6％
116.8％
191.4％
120.6％
117.0％
127.5％
113.5％
111.8％
116.9％
102.4％
102.0％
103.2％
94.3％
96.3％
90.2％
91.3％
92.6％
88.7％
30.9％
19.3％
47.6％

　

農業者の所得アップを検証報告農業者の所得アップを検証報告
みらいろプラン（中期経営計画書）の地域農業振興戦略

「農業者の所得増大と農業生産の拡大」

みらいろテン！
運動

× － ＋販売価格
 UP

農業生産の
 拡大

生産トータルコスト
 DOWN

農業振興
支援事業

農業者所得10％UPへの挑戦 「収量アップ」「品質アップ」「コスト削減」

所得アップの優良
事例を毎月紹介
農業者の所得増大につい
ては、毎月当広報誌「み
らいろ」にて農業振興支
援事業を活用した優良事
例を紹介しています。

みらいろテン！
運動の成果と
して確定申告
書より農業者
所得アップの
検証を実施し
ました

●簿記記帳代行の利用者640件のうち、４か年（令和元年～４年）継続利用し、424件の農業所得用
決算書（農業収支内訳書）より令和元年と令和４年を比較分析しました。

●なお、専従者控除や青色申告特別控除は対象外とし、これら控除前の額を農業所得としました。
　（上記の結果、農業所得がマイナスの方は今回の比較分析対象者から除いています）

424件の合計額
【収入・経費・所得】

【収入の内訳】
①販売高：41.1億円⇒43.8億円（+ 2.7億円）
②雑収入：  5.0億円⇒  7.7億円（+ 2.2億円）

【経費の内訳】
①肥料費：1.5億円⇒1.8億円（+0.3億円）
②農薬費：2.3億円⇒2.4億円（+0.1億円）

※上記は、簿記記帳代行「個人情報取扱承諾書」個人情報の利用目的内の「農家経営指導のためにＪＡで
利用」に基づいたものです。なお、分析結果は統計情報であり個人情報には該当しません

2.6%

0.0% 0.0% 5.0% 15.0%10.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%5.0%10.0%15.0%20.0%25.0%30.0%35.0%

①3,000 万円以上

②2,000 万円台

③1,000 万円台

④700～900万円台

⑤400～600万円台

⑥100～300万円台

⑦100万円未満

9.4%

30.2%

19.3%

19.1%

17.5%

1.9%

9.7%

20.6%

39.6%

15.7%

10.0%

4.2%

0.1%

分析対象とした簿記記帳代行 424件【販売ランク別】　所得アップ率とアップ状況

人数割合 販売ランク別 販売割合

❶分析対象のうち約4割が販売高1,000万円以上で、販売全体の約7割以上を販売しています。
❷販売ランク別には700万円以上の階層で収入を伸ばし所得アップ100％以上となりました。
　特に3,000万円以上の階層では約2倍になるなど大口販売農家になるほど所得アップの幅が大きい結果となりました。

第３期みらいろプラン（中期経営計画書）と地域農業振興計画に基づき、みらいろテンの継続強化により農業者の
所得増大をめざして総合事業を全力で展開してまいります。

■令和元年■
収 入　　46.7億円
経 費　　31.2億円
所得　15.5億円

■令和4年■　　　　　　　　（元年差額）
収 入　　51.8億円（+4.8億円）
経 費　　33.5億円（+2.3億円）
所得　18.0億円（+2.5億円）

農業者所得アップの検証方法

令和元年から令和4年の
農業者所得の合計額は

16.1％のアップ

総
　括

❶販売高は果物類が2.7億円と大きく伸ばし全体を押し上げる結果となりました。米は0.6億円
ダウンしましたが飼料用米への転換も影響していると考えられます。

❷交付金（飼料用米交付金含む）、助成金、収入保険、損害賠償金等の雑収入項目が2.2億円伸
ばしました。

❸一方、経費は2.3億円上昇しましたが、結果として農業所得全体では16.1％アップとなりました。

農家所得（雑収入）への貢献・・・令和4年　ＪＡふくしま未来が関係するもの（受付業務含む）
　●ＪＡふくしま未来の配当金・助成措置等　　約9億円
　　（出資配当4億円、分量配当金1億円、農業振興支援事業2.2億円、次期策支援等1.8億円）
　●飼料用米の直接交付金　約29億円　　　●青果物価格補償等　約5億円　　●畜産関連助成金等　約１億円
　●東京電力損害損賠賠償金　約30億円
　JＡふくしま未来では、上記にかかる関連業務のほか、国等の支援窓口機能も果たしながら農業所得アップに貢献しています。

参　考
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f rom

女性部に関するお問い合わせは、 総務部地域支援課 TEL 024-573-1004　福島地区地域支援課 TEL 024-554-5511まで総務部地域支援課 TEL 024-573-1004　福島地区地域支援課 TEL 024-554-5511

矢野目支部

佐藤　淳子さん

・トマト（中） ･･････････２個
・きゅうり ･･････････････１本
・玉ねぎ（小） ･･･････１/４個
・トマトジュース（食塩無添加） 200cc
・おろしにんにく ････････少々
・オリーブオイル ････大さじ１
・バルサミコ酢 ･･････････少々
・塩 ････････････････････少々

　（4人分）

ガスパチョと
タコとセロリの
炊き込みご飯

ガスパチョ
タコとセロリの
炊き込みご飯

❶トマトのヘタを取り４等分にします。きゅうりも両端を
切り落とし４等分にします。玉ねぎは細かく切ります。
❷ミキサーに切った❶とトマトジュース、おろしにんに
く、オリーブオイル、塩を入れ攪拌します。
❸❷を目の粗いザルで漉します。
❹器に入れ、お好みでバルサミコ酢を入れます。

wi th

ＪＡふくしま未来の農畜
産物ＰＲ隊Ｊ－ＦＡＰが、料
理のプロである女性部
から「次世代に残した
い・伝えたいレシピ」を教
えていただきます♪

今月のＪ-ＦＡＰ
メンバー

竜平
りゅうへい

　今回はＪ－ＦＡＰの竜平
が、福島地区の佐藤淳子
さんに「ガスパチョ」と「タ
コとセロリの炊き込みご
飯」の２品を教えていただ
きました。
　暑い夏にぴったりの野
菜スムージーのような飲
み心地のスペイン料理「ガ
スパチョ」と、セロリの香
りとタコの食感が楽しい
「炊き込みご飯」。ぜひ皆
さんも作ってみてね～！

YouTube
「みらいろチャンネル」

詳しい
調理動画を
公開中！

動画公
開中

　毎年支部役員や班長、連絡員を対象とした役員研修会を開催しています。
　今年は６月８日、霊山こどもの村でワークショップ後、りょうぜん紅彩館へ移動し役員会を開催。26人が参
加しました。
　ワークショップでは、自分で採取した葉っぱを使い、木のハガキに葉っぱのスタンプを押したり、葉脈を活
かして絵を書いたりと思い思いのハガキを完成させました。作業に没頭し時間があっという間に過ぎました。
完成したハガキはその場でポストに投函することができ、部員らは孫や友人、家族、自分宛などに送りました。
　その後の役員会では、今後の予定などを確認。終了後は温泉へ入ったり、歓談したりと和やかな時間を過
ごしました。
　今後、総合支部では今話題の会津鉄道只見線に乗車し、ミニ尾瀬を散策す
る交流研修会を開催する予定です。

今月
紹介する女性部

福島地区
北部
エリア

北福島総合支部

　4年ぶりに『役員・連絡員研修』を行い、各支部の役員・連絡員35人が参加しました。
　コロナ以前の研修からお世話になっている金子道子さんを講師に、「リンパマッサージ＆背骨コンディショ
ニング」を行いました。１時間程の研修で、金子さんの話を聞きながら体を動かしました。
　参加した女性部員らはマッサージの効果を実感できたようで、「体が温まり、凝り固まっていた体も柔ら
かくなった。体が軽くなってとても良かったのでまた参加したい」と話しました。
　今年度は役員改選もあり、新たなメンバーも加わりました。部員同士協力し、様々な活動で女性部飯坂総
合支部を盛り上げていきたいです。

飯坂総合支部

「J-FAPと女性部のかぁちゃん直伝料理」で料理を紹介していただいた
女性部員の所属するエリア・支部の活動をご紹介します！

vol.

5

材料 作り方

ガスパチョ

・タコ（足） ･････････１/２本
・セロリ ････････････････１本
・だし汁 ･･････････････ 600cc
・米 ････････････････････３合
・塩 ････････････････････少々

　（4人分）
❶米を洗ってザルにあげておきます。
❷だし汁を作り、塩少々を加え、冷ましておきます。
❸タコを細かく切っておきます。セロリは５㎜ほどの厚さ
に切っておきます。
❹炊飯器に米とだし汁を入れ、上にタコとセロリを乗せ
て炊きます。

材料 作り方

タコとセロリの炊き込みご飯
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５
月
下
旬
か
ら
６
月
中
旬
に

か
け
て
の
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

2023

5-6
month

M
IR
A
IR
O
 T
opics

み
ら
い
ろ

み
ら
い
ろ

トピックス

き
た
「
朝
河
太
鼓
」
の
初
披
露
や
花
育

教
室
を
行
い
ま
し
た
。

▲�湯野・東湯野地区の広報パトロール

▲�北信地区の広報パトロール

▲�ウォーキングを楽しむ参加者▲�朝河太鼓を披露する児童たち

　

福
島
市
立
立
子
山
小
学
校
は
、
立
子

山
ふ
れ
合
い
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

朝
河
貫
一
博
士
の
顕
彰
、
太
鼓
の
伝
統

継
承
、
地
域
の
景
観
づ
く
り
が
目
的
で
、

朝
河
博
士
の
生
誕
１
５
０
年
、
朝
河
博

士
の
父
朝
河
正
澄
先
生
が
立
子
山
村
民

か
ら
「
報
恩
之
辞
」
が
贈
ら
れ
１
２
０

年
の
節
目
を
今
年
迎
え
た
こ
と
を
記
念

し
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
小
学
校
児
童
や
保
護
者
、
地
区
住

民
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
、
児
童
ら
が

今
年
１
月
か
ら
月
２
回
ほ
ど
練
習
し
て

世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
促
進

立
子
山

ふ
れ
合
い
デ
ー

約
２
０
０
人
が
参
加

そ
う
ま
地
区

い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

そ
う
ま
地
区
本
部
と
女
性
部
そ
う
ま

地
区
本
部
は
、
令
和
５
年
度
第
１
回
の

い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
。
管

内
か
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、
青
空

の
も
と
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、「
相
馬
中
村
総
合
研
修
セ

ン
タ
ー
」
を
ス
タ
ー
ト
し
「
そ
う
ま
日

立
木
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
で

休
憩
、「
相
馬
中
村
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
」

を
ゴ
ー
ル
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。

　

湯
野
・
東
湯
野
地
区
と
北
信
地
区
で

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
盗
難
防
止
を
呼
び
掛
け

る
広
報
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

生
産
者
や
地
域
住
民
へ
呼
び
掛
け
、
地

域
全
体
で
農
作
物
を
泥
棒
か
ら
守
り
ま

す
。

　
湯
野
・
東
湯
野
地
区
の
広
報
パ
ト
ロ
ー

ル
で
は
、
福
島
北
警
察
署
の
協
力
の
下
、

防
犯
協
会
や
関
係
者
が
２
班
に
分
か
れ

て
巡
回
し
ま
し
た
。
出
場
式
に
は
約
30

人
が
参
加
し
、
同
署
か
ら
参
加
者
へ
パ

ト
ロ
ー
ル
の
際
の
注
意
点
を
説
明
し
ま

し
た
。 地

域
全
体
で
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
守
ろ
う
！

サ
ク
ラ
ン
ボ
広
報
パ
ト
ロ
ー
ル

　

福
島
北
警
察
署
の
古
関
隆
一
署
長
は

「
毎
年
、
農
作
物
の
盗
難
が
相
次
い
で

い
る
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
よ
る
見
回
り

強
化
で
盗
難
被
害
を
防
い
で
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

巡
回
で
は
、
同
地
区
防
犯
協
会
員
が

サ
ク
ラ
ン
ボ
園
地
で
管
内
で
の
盗
難
被

害
の
事
例
を
説
明
し
防
犯
意
識
を
高
め

ま
し
た
。
東
湯
野
地
区
防
犯
協
会
の
佐

藤
長
司
会
長
は
「
当
地
区
で
は
、
地
域

全
体
で
防
犯
意
識
を
高
め
て
い
る
。
盗

難
を
な
く
し
た
い
と
い
う
思
い
で
今
年

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

折
町
の
髙
橋
宣
博
町
長
、
Ｊ
Ａ
数
又
清

市
組
合
長
と
佐
藤
廣
武
営
農
経
済
委
員

長
が
参
加
。
家
久
来
所
長
か
ら
数
又
組

合
長
に
決
定
通
知
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

数
又
組
合
長
は
「
天
皇
皇
后
両
陛
下

も
ご
結
婚
か
ら
30
年
。
30
年
は
夫
婦
で

あ
れ
ば
真
珠
婚
と
な
り
、
そ
れ
に
相
応

し
い
歴
史
を
感
じ
る
モ
モ
を
出
荷
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
髙
橋
町
長

は
「
モ
モ
栽
培
は
多
く
の
先
人
達
か
ら

受
け
継
が
れ
て
き
た
技
術
。
町
の
宝
と

し
て
守
り
抜
い
て
い
く
」と
話
し
ま
し
た
。

　

福
島
県
が
皇
室
や
宮
家
へ
献
上
す
る

モ
モ
「
献
上
桃
」
が
今
年
も
桑
折
町
産

の
モ
モ
「
あ
か
つ
き
」
に
決
定
。
県
か

ら
桑
折
営
農
セ
ン
タ
ー
へ
献
上
桃
決
定

通
知
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
同
町
産

の
モ
モ
が
選
ば
れ
る
の
は
１
９
９
４
年

か
ら
30
年
連
続
と
な
り
ま
す
。

　

８
日
、
桑
折
町
役
場
で
開
か
れ
た
献

上
桃
決
定
通
知
書
交
付
式
に
は
、
県
北

農
林
事
務
所
の
家
久
来
克
之
所
長
、
桑

▲�通知書を受け取る数又組合長

▲�通知書を手に取る数又組合長（右から２人目）と
佐藤委員長（右から３人目）

30
年
連
続
桑
折
町
か
ら

献
上
桃
決
定

通
知
書
交
付
式

6月8日

6月8日

6月4日6月3日

昼
食
に
は
、
女
性
部
相
馬
総
合
支
部
に

よ
る
手
作
り
カ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

キ
ュ
ウ
リ
共
選
施
設
「
安
達
広
域
共

選
場
」
は
、
５
月
22
日
か
ら
稼
働
を
開

始
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
出
荷
数
量
は

昨
年
対
比
約
１
２
３
％
の
２
，３
０
０

ト
ン
を
見
込
み
ま
す
。
同
施
設
は
、
農

作
業
の
省
力
化
と
農
業
生
産
の
拡
大
を

目
的
に
２
０
２
１
年
に
新
設
。出
荷
ピ
ー

ク
時
に
は
従
業
員
１
０
０
人
体
制
で
共

選
に
あ
た
り
ま
す
。

　

安
達
広
域
共
選
場
で
行
っ
た
キ
ュ
ウ

リ
選
果
設
備
稼
働
式
に
は
、
数
又
清
市

組
合
長
や
根
本
匠
衆
議
院
議
員
、
福
島

県
県
北
農
林
事
務
所
の
家
久
来
克
之
所

選
果
設
備
1
系
列
増

安
達
広
域
共
選
場
稼
働
式

▲�稼働スイッチを押す数又組合長（左から２人目）

▲�キュウリを選果する従業員

6月2日

長
、
三
保
恵
一
二
本
松
市
長
、
高
松
義

行
本
宮
市
長
、
押
山
利
一
大
玉
村
長
や

Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約
40
人
が
参
加
。
数
又

組
合
長
は
「
設
備
の
機
能
を
最
大
限
に

活
用
し
、
日
本
一
の
夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
産

地
と
し
て
、
栽
培
面
積
拡
大
と
販
売
高

を
確
保
し
、栽
培
者
の
意
欲
向
上
を
図
っ

て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
に
よ
り
、
キ
ュ
ウ
リ
選
果
設
備

を
１
系
列
増
設
の
計
３
系
列
で
の
稼
働
。

10
月
末
ま
で
キ
ュ
ウ
リ
の
出
荷
を
す
る

見
込
み
で
す
。
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伊
達
地
区
本
部
は
、
令
和
５
年
度
農

業
塾
の
開
講
式
を
伊
達
地
区
本
部
で
開

き
ま
し
た
。
２
０
０
７
年
度
よ
り
続
き
、

本
年
度
で
15
回
目
の
開
講
と
な
り
ま
す
。

　

農
業
塾
は
、
農
作
物
栽
培
の
基
礎
知

識
習
得
に
よ
り
地
域
農
業
を
支
え
る
担

い
手
育
成
を
目
的
と
し
ま
す
。
新
規
就

農
者
向
け
に
開
講
す
る
農
業
者
支
援
事

業
で
、同
地
区
管
内
の
基
幹
品
目「
モ
モ
」

「
キ
ュ
ウ
リ
」、「
あ
ん
ぽ
柿
」の
計
３
コ
ー

ス
を
設
置
。
本
年
度
は
24
人
の
受
講
生

を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
コ
ー
ス
６
回
の
講
座
を
開

き
、
農
薬
使
用
の
基
礎
や
品
種
の
特
性
、

適
期
作
業
に
つ
い
て
講
義
で
学
ぶ
ほ
か
、

圃
場
に
て
管
理
作
業
や
収
穫
を
実
習
し

ま
す
。

　

福
島
市
の
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
で
令
和

５
年
度
役
職
員
大
会
を
開
催
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
、
年
に
２
回
職
員
向
け
の
研

修
会
を
実
施
し
て
お
り
、
役
職
員
が
一

堂
に
会
し
て
の
研
修
会
は
今
年
が
初
め

て
で
す
。

　

数
又
清
市
組
合
長
は
「
Ｊ
Ａ
が
い
ち

早
く
持
続
可
能
な
食
料
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
。

本
来
の
農
業
の
姿
を
作
り
、
組
合
員
、

農
業
者
の
皆
さ
ま
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
営
農
経
済
部
や
金
融
・

共
済
部
な
ど
７
つ
の
部
署
が
昨
年
度
ま

で
の
実
績
と
今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ

い
て
報
告
。
第
二
部
で
は
、
元
女
子
マ

ラ
ソ
ン
選
手
の
有
森
裕
子
さ
ん
を
講
師

　

Ｊ
Ａ
管
内
で
は
、
初
夏
の
味
覚
「
サ

ク
ラ
ン
ボ
」
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
約
50
㌧
の
出
荷
を
見
込

ん
で
お
り
、管
内
の
主
力
品
種「
佐
藤
錦
」

は
約
７
割
を
占
め
ま
す
。
福
島
市
飯
坂

町
の
Ｊ
Ａ
小
川
集
出
荷
場
で
は
、
収
穫

さ
れ
た
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
次
々
と
運
び
こ

ま
れ
、
Ｊ
Ａ
職
員
や
従
業
員
が
選
果
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
平
年
よ
り

約
１
週
間
早
く
作
業
が
進
ん
で
お
り
、

被
害
も
少
な
く
、
着
果
量
も
良
い
出
来

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
約
50
㌧
出
荷
計
画

サ
ク
ラ
ン
ボ
出
荷
ピ
ー
ク

　

福
島
市
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ

で
２
０
２
３
年
度
青
果
物
・
花
き
共
販

推
進
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
24
年
度

ま
で
の
販
売
品
販
売
高
３
０
０
億
円
達

成
の
目
標
に
向
け
、
出
席
者
一
同
意
識

統
一
を
図
り
ま
し
た
。

　

市
場
・
流
通
関
係
者
、
生
産
者
、
Ｊ

Ａ
役
職
員
な
ど
１
４
１
人
が
出
席
。
数

又
清
市
組
合
長
が
「
農
畜
産
物
や
花
き

の
プ
ラ
イ
ス
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
、
大
き
な
“
果
実
”

を
実
ら
せ
よ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
今
年
度
の
青
果
物
・
花
き

の
販
売
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
、

各
地
区
の
生
育
状
況
の
報
告
、
重
点
市

場
よ
り
販
売
状
況
報
告
や
産
地
へ
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

▲�内堀知事㊥にサクランボを贈呈する数又組合長（左から２番目）

▲�サクランボの出荷作業を行うＪＡ職員

▲�元気に活動するメンバーら▲�完成した作品を披露する参加者

15
回
目
の
開
催

初
開
催
！
役
職
員
約
1
，１
０
０
人
が
参
加

農
業
塾
開
講
式

令
和
５
年
度
役
職
員
大
会 ▲�あいさつする菅野栄寿伊達地区本部長

▲�あいさつする数又組合長

▲�あいさつする数又組合長▲�花束を受け取る有森さん㊥

6月中旬

6月10日 5月25日

販
売
品
販
売
高
３
０
０
億
円
達
成
に
向
け
て

青
果
物・花
き

共
販
推
進
会
議

6月6日

い
つ
ま
で
も
健
康
に
！

個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
が
完
成

元
気
高
齢
者
い
き

い
き
く
ら
ぶ

多
肉
植
物
ア
ー
ト

教
室

　

そ
う
ま
地
区
介
護
セ
ン
タ
ー
で
「
第

１
回
元
気
高
齢
者
い
き
い
き
く
ら
ぶ
」

を
開
き
ま
し
た
。
同
地
区
管
内
に
居
住

す
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
で
き
る
70

歳
以
上
の
方
が
対
象
で
、
相
馬
、
鹿
島
、

原
町
、
小
高
の
４
地
区
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

く
ら
ぶ
で
は
、
家
の
光
を
使
用
し
て

声
を
出
す
際
に
使
用
す
る
筋
肉
「
声
筋
」

に
つ
い
て
学
び
、
座
り
な
が
ら
の
体
操

も
行
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
昼
食
時
に

　

女
性
部
伊
達
地
区
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

部
会
は
、み
ら
い
ホ
ー
ル
や
な
が
わ
で「
多

肉
植
物
ア
ー
ト
教
室
」
を
開
催
し
、
部

会
員
の
親
子
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
福
島
市
の
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ン
教
室
「
よ
う
せ
い
の
し
っ
ぽ
」
の

浅
野
真
知
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
多

肉
植
物
の
育
て
方
や
寄
せ
植
え
の
コ
ツ
、

管
理
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
今
回
は
、

現
在
人
気
の
あ
る
寄
せ
植
方
法
「
ち
ま

ち
ま
寄
」
に
挑
戦
。
ピ
ン
セ
ッ
ト
を
つ

5月24日6月11日

は
、
ふ
れ
愛
グ
ル
ー
プ
協
議
会
の
会
員

が
調
理
し
た
お
弁
当
が
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。
い
き
い
き
く
ら
ぶ
で
は
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
そ

う
ま
地
区
地
域
支
援
課
（
ＴＥＬ
：
０
２
４
４

-

６
７-

２
５
５
１
）
ま
で
。

　

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
出
来
栄
え
報
告
の
た

め
、
福
島
県
庁
を
訪
れ
て
内
堀
雅
雄
知

事
を
表
敬
訪
問
し
、
主
力
品
種
「
佐
藤

錦
」
２
箱
（
１
箱
５
０
０
ｇ
）
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

贈
呈
に
は
、
数
又
清
市
組
合
長
を
は

じ
め
、
農
産
物
Ｐ
Ｒ
隊
「
Ｊ-

Ｆ
Ａ
Ｐ
」

の
関
口
涼
花
さ
ん
、
西
幸
夫
常
務
、
高

橋
弘
営
農
経
済
部
長
が
訪
問
し
ま
し

た
。
今
回
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
贈
呈
で
は
初

め
て
試
食
も
行
い
ま
し
た
。

か
っ
て
の
細
か
い
作
業
を
行
う
上
級
者

向
け
寄
せ
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。

に
招
き
、「
よ
ろ
こ
び
を
力
に
・
・
・
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
有
森

さ
ん
は
「
い
つ
ま
で
も
応
援
す
る
こ
と
、

応
援
さ
れ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
過
ご

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
、
友
好
協
力
協
定
を
結

ぶ
大
分
県
の
生
活
協
同
組
合
「
コ
ー
プ

お
お
い
た
」
と
共
同
で
大
分
県
の
特
産

品
４
０
０
セ
ッ
ト
を
販
売
し
大
盛
況
で

し
た
。
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新しい水稲直播技術 
RISOCARE  XL（商品名：リゾケアXL）の技術情報について

＜リゾケアXLとは＞

＜他直播方法との作業比較＞

　シンジェンタジャパン㈱が提供する新しい直播技術です。
　種もみに初期害虫対策の殺虫成分、苗腐病対策の殺菌成分、発芽促進の酸素供給剤の3つの薬剤を
コーティングすることにより、直播の課題である初期の苗立ち～生育がよくなるという特徴がありま
す。また、コーティング済み種子で届きますので、通常の直播に比べ作業を省略化することができます。

＜リゾケアXLの特徴＞
その❶　苗立ちを促進する薬剤をコーティングするため、他のコーティング技術に比べ苗立ちが良い。
その❷　土中播種、田面播種のどちらでも発芽するため、田面の均平などの代かきによる田面仕上げに影響されにくい。
その❸　他のコーティング技術による直播に比べ、初期の水管理が簡単で、鉄コーティングによる直播は間断かん水が必要

ですが、リゾケアXL では必要ありません。

＜生育の様子＞
リゾケアXL はコーティング剤の中に苗立
ち促進に有効な成分が含まれるため、苗
立ちが安定するという効果があります。

＜リゾケアXL栽培時の注意点＞
❶リゾケアXLもほかの直播同様に鳥害のリスクがあります。
　水源の近くや電線や草むらの近くなど、鳥の住処から近いところは、特に鳥害に注意が必要です。
　鳥害リスクのある圃場では、浅水管理を行うなどの対策が必要になります。
❷苗立ちが良い特徴のため、播種量が多すぎると密植状態になってしまう事例がありました。
　品種特性などから適切な播種量を設定する必要があり、県内では試験事例の積み重ねを行っております。
❸播種機の設定によっては過剰播種になってしまう可能性があります。播種前に播種量の設定を確認することが必要です。

詳細につきましては、各地区営農企画課（TAC担当）までお問い合わせ下さい。

福島地区営農企画課 TEL 024-554-5532　　伊達地区営農企画課　 TEL 024-575-0114
安達地区営農企画課 TEL 0243-33-2739　　そうま地区営農企画課 TEL 0244-67-2702

　ＪＡ全農福島では県内で新たな水稲直播技術「リゾケアXL」の試験を行っております。
　今回は、ほかの直播技術との比較を踏まえたリゾケアXL の特徴について、ご紹介いたします。

種もみの様子

播種後30日での苗立ち比較。左が鉄コーティン
グで、右がリゾケアXL。初期生育が良いという
のがリゾケアXL の特徴です。

播種後 65 日での圃場の様子。左がリゾケアXL で、右
が鉄コーティング。圃場内で2区画を設けています。

【栽培方法による春先の作業と負荷の違い】

▲

リゾケア
XL

R

お問い合わせ先

Team for Agricultural Coordination

　組合員から「ありがとう」と言っていただくことが
やりがいです。「ありがとう」ともっとたくさん言っ
ていただけるように精進します。
　営農指導員は組合員がいなければ成り立たない仕事
です。組合員に信頼される存在になれるように、日々
農業や資格取得のために勉強し、スキルアップできる
ように頑張っていきます。
　「原町の花が一番きれい」と多くの消費者に言って
いただけるように、組合員の手助けになれるように頑
張ります！！

営　農
指導員
紹　介

今月の農畜産物

FARMING
INSTRUCTOR

NO.5

momo

営農指導員歴１年目。担当農畜産物は小菊・
トルコキキョウ。
特技は弓道です。

原町営農センター
あき　　は

さん（19歳）秋 葉 か れ ん
　相
手
の
目
を
見
て
話
す
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
目
を
見
て

話
す
こ
と
で
、
伝
え
た
い
こ
と
を
よ
り
鮮
明
に
伝
え
ら
れ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
メ
モ
を
取
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
組
合
員
か
ら
の
質
問
な
ど
で
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
メ
モ
を
取
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
正
確
に
先
輩
方
に

教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
へ
の
近
道
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
細
か
く
ノ
ー
ト
に
ま
と
め

て
、
い
つ
で
も
見
直
す
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　モモに含まれるクエン酸には疲労回復効果が期待でき
ます。クエン酸は有機酸の一種で疲労物質である乳酸の代
謝分解を促し、乳酸が筋肉へ蓄積するのを防ぎます。

何事も楽しむ！！
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栽 培 講 座栽 講

ふところ枝
除去

：摘芯
：収穫後に切り戻し

3～4節目：1節止め
（2～3節目まで摘花）

4～5節目以降：
2果着果・収穫後
に1節切り戻し

ア

イ

ウ

エ

１．整枝
　　主枝誘引（４本仕立て）
　　誘引は主枝が垂れ下がらないうちに行いましょう。
　　�次のア～エの４本を、草勢を見ながらＵ字もしくはＶ字に誘引します。� �
ネットの場合は、外側のマスに誘引します。

　　ア：主枝
　　イ：第１分枝
　　ウ：主枝の２番花の節から出るわき芽
　　エ：第１分枝の１番花の節から出るわき芽
　　⇒上記ア～エを主枝とします。

２．側枝の除去
　　①主枝３節目まで側枝は除去します。（みおぎは４節目まで）
　　②４節目以降、各側枝に２果着果させて収穫（Ｍ果収穫）。収穫終了後に１節切戻します。
　　③株の内部に密生してくる、ふところ枝については早めに間引きましょう。
　　④病害発生防止のため、整枝は傷口が乾きやすい晴天日に行いましょう。

　　〇側枝の先にできる果実は不良果になることが多い。
　　　�初期には側枝の先まで良果となりますが、全体の着果数が増えてくると、着果負担により変形果が増えてきます。変形

果は肥大が遅く、さらに株全体の負担が増える悪循環に陥りますので側枝は２果収穫を基本とし、収穫後に切り戻すよ
うにしましょう。

３．追肥
　　こまめな追肥で、肥料を切らさないことがポイントです。

開始時期 収穫開始～ おすすめ資材

1回あたりの施肥量 窒素成分で1～2kg/10a ・S646
・くみあいポーラスS551
・トミー液肥ブラック　10kg/10a回数 月に2～3回

その他 収穫開始後 ・�酸素供給剤� �
うね間(通路)施用(20kg/10a)

＊追肥とかん水はセットで行いましょう

４．敷きわら
　　降雨時の雨の跳ね上がり防止のため、通路に薄く敷きわらをします。
　　その後、地温上昇防止のため梅雨明け直前にマルチ上と通路に厚く敷きわらをしましょう。
　　＊株にわらが触れないように注意しましょう（疫病発生防止）

　収穫の最盛期に向けて、ふところ枝を中心に整枝しましょう。
　株元の採光を確保することで花芽の発生が促進されます。
　かん水とこまめな追肥で草勢を維持し、安定した収穫を目指しましょう。

◎�安達営農センター　営農指導員　加藤　壮晃 YouTube 栽培技術ポイント配信中

販 売 情 報

和牛
・乳牛せり市場

せり情報
和牛・乳牛

　牛舎の換気は大丈夫ですか。
　牛は、暑さが苦手です。暑さによっ
て、食欲減退による子牛出荷体重の
減少や繁殖牛の受胎率の低下などを
引き起こすので、夏場の管理におい
て大切なのは、牛舎内の風通しと飲
水の確保です。水飲み場やウォーター
カップの中をきれいにし、新鮮で冷た
い水が飲めるようにして、母牛と子牛
に暑熱ストレスを与えないようにしま
しょう。
　これからの時期になると、暑さで牛
が熱中症になる場合がありますので、
タオルを水で濡らし、首にかけてあげ
るだけでも熱中症対策になりますの
で、管理には気を付けましょう。

牛舎内換気と飲水の確保
■JAふくしま未来実績（開催日／6月6日・7日）� 単位:円（税込）

性 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 78 485,749 853,600 126,500 296 1,641 294 526,031 -40,282
去 101 662,322 1,026,300 201,300 326 2,032 281 629,128 33,194
計 179 585,378 1,026,300 126,500 313 1,870 287 582,489 2,889

■福島県家畜市場（開催日／6月6日・7日）� 単位:円（税込）
性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 379 372 513,848 887,700 126,500 298 1,725 289 526,789 -12,941
去 453 449 651,460 1,087,900 22,000 329 1,981 283 656,734 -5,274
計 832 821 589,107 1,087,900 22,000 315 1,871 286 601,137 -12,030

■乳牛せり市場（開催日／6月21日）� 単位:円（税込）
成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 前月価格 前月比

登 録 牛 - - - - - - 167,200 -167,200
妊 娠 牛 9 288,078 360,800 220,000 - - 397,100 -109,022
Ｅ Ｔ 和 雌 6 379,134 426,800 316,800 96 3,970 398,475 -19,341
Ｅ Ｔ 和 雄 7 468,757 553,300 402,600 107 4,399 478,500 -9,743
乳　 雄　 牛 12 145,750 191,400 70,400 77 1,901 97,625 48,125
Ｆ１雌（ スモール） 31 174,403 204,600 116,600 79 2,214 135,908 38,495
Ｆ１雄（ スモール） 32 203,809 277,200 99,000 83 2,457 179,453 24,356
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アグリビジネススクール2023in 福島 
開催のお知らせ

主催：福島県農業経営・就農支援センター（福島県／公益財団法人福島県農業振興公社／一般社団法人福島県農業会議／福島県農業協同組合中央会）

開催趣旨

申し込み方法

注意事項対象者

受講料

ねらい 研修事項

講師

　近年、農業を取り巻く情勢は大きく変化してきています。単に農
畜産物を生産して売るだけでなく、各種マネジメントを行いながら
「企業的経営」を目指すことが推奨されるようになり、今までにはな
かった税務や労務管理、あるいは法人に関する知識が必要となっ
てきました。
　本スクールでは、専門家の指導のもと、法人化に必要な知識や
税務、経営管理に関する講座等を開設します。この機会に経営発展
に必要な事項を学び、今後の事業発展にお役立ていただきたいと
思います。

　本スクールには、農業経営の改善・発展を目指す農業者をはじ
め、農業法人等の経営者・従業員・研修生、生産組織や集落営農
組織等の構成員など、幅広く参加いただけます。
　また、市町村、関係機関・団体などの担い手育成担当者の方々
の参加もお待ちしておりますので、お気軽にお申し込みください。

　講座内容を確認のうえ、各開催日の 14 日前までに、参
加申込書の二次元コードから Google フォームによりお
申込みいただくか、参加申込書に必要事項を記載し、
FAX、メールまたは郵送にてお申込みください。

①各講座の定員は40名です。定員に達した場合は申し込
みを締め切らせていただく場合があります。

②新型コロナウイルス感染拡大等の状況により研修が中
止・延期になる可能性があります。

③研修終了時間は若干前後する場合があります。

　「経営」を学ぶための参考書は世の中にあふれていますが、その内
容を実行するのは勇気が必要です。この研修では、卓上ゲームを通し
て経営をシミュレートすることで、実践しながら経営戦略を学びます。
　従業員が経営者の視点を学ぶために開発されたゲームなので、経
営者・従業員ともに役立つ研修です。

　盤面、カード、駒を使ったゲームを通して経営をシミュレートしな
がら学びます。実際の経営と同じように、決算書の作成も体験します。

本スクールの受講料は全て無料と
なります。

講座②　経営者育成研修会（マネジメントゲーム）

　１個 500円で販売する商品を 100個作りました。販売するまでの経費として、原材料費（変動費）１個当たり 200円、売り場の
賃料（固定費）10,000 円、販売員給料 8,000 円がかかります。
①もし全部売れなかったとしても赤字にだけはしたくありません。この場合、最低何個売らなければなりませんか？
②10,000 円以上の利益を得るためには、何個売らなければなりませんか？

全15講座の開催を予定しております。詳細につきましては、各地区営農企画課までお問い合わせ下さい。

講座番号 開催場所 開催日 研修時間 備　　考

② 南東北総合卸売センター協同組合
郡山市喜久田町卸一丁目１－１

令和５年８月29日㈫
　　　　　～30日㈬

１日目10：00～18：00
２日目 ９：00～17：00

福島地区営農企画課 TEL024-554-5532　　伊達地区営農企画課　TEL024-575-0114
安達地区営農企画課 TEL0243-33-2739　　そうま地区営農企画課 TEL0244-67-2702

税理士法人　三部会計事務所

■ 研修を受けるとこんな問題がすぐに答えられるようになります。

電卓と筆記用具（鉛筆等の消すことが
できるもの）をご持参ください。

お問い
合わせ先

JAふくしま未来熱中症予防強化月間展開中

農林水産省
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伊達地区

きゅうり生産部会
JA生産部会

紹介

　

伊
達
市
、
桑
折
町
、
国

見
町
の
き
ゅ
う
り
生
産
者

５
６
３
人
が
所
属
し
、
主

に
夏
秋
期
に
栽
培
し
て
い

ま
す
。
京
浜
を
中
心
と
し

て
東
北
・
北
陸
・
関
西
の

市
場
へ
出
荷
し
ま
す
。

　

施
設
化
の
推
進
と
機
械

共
選
の
利
用
に
よ
る
品
質

の
向
上
、
出
荷
量
の
安
定

化
に
取
り
組
み
、
消
費
者

に
選
ば
れ
る
き
ゅ
う
り
作

り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
出
荷
数
量
７
，

０
５
０
㌧
、
販
売
額
24
億

円
を
計
画
。
５
月
か
ら
出

荷
が
始
ま
り
11
月
頃
ま
で

続
き
ま
す
。

　

伊
達
地
区
き
ゅ
う
り
生
産
部
会
で
は
夏

秋
き
ゅ
う
り
日
本
一
の
産
地
と
し
て
、
機

械
共
選
の
導
入
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
取
得
な

ど
に
よ
り
、
安
全
で
安
心
な
き
ゅ
う
り
の

出
荷
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
管

内
で
は
施
設
化
も
進
め
て
お
り
、
春
早
く

か
ら
秋
遅
く
ま
で
の
長
期
出
荷
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

原
発
事
故
か
ら
の
風
評
払
拭
に
苦
労
し

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
努
力
の
結
果
が
現

在
の
姿
。
機
械
共
選
の
導
入
に
よ
り
労
力

の
削
減
、
そ
れ
に
よ
り
手
入
れ
に
時
間
を

か
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
高
品

質
化
、
さ
ら
に
共
選
に
よ
り
個
人
格
差
が

な
く
な
り
品
質
が
統
一
、
施
設
化
で
気
象

災
害
に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
出
荷
と
夏
秋

き
ゅ
う
り
日
本
一
の
産
地
に
恥
じ
な
い
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
使
い
や
す
い
き
ゅ

う
り
で
す
が
、
う
っ
か
り
冷
蔵
庫
に
し
ま

い
こ
ん
で
、
ダ
メ
に
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
き
ゅ
う
り
は
買
っ

た
ま
ま
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
し
ま
う
と
傷
み

が
早
く
な
り
長
持
ち
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

お
い
し
さ
を
長
持
ち
さ
せ
る
保
存
方
法
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

保
存
方
法

　

�　

暑
い
夏
に
収
穫
さ
れ
る
き
ゅ
う
り
は

寒
さ
が
苦
手
で
す
。
低
温
で
保
存
す
る

と
傷
み
や
す
く
な
る
の
で
、
10
～
13
℃

で
保
存
す
る
の
が
最
適
で
す
。
夏
は
野

菜
室
、
冬
は
冷
暗
所
が
オ
ス
ス
メ
で
す

◆ 

常
温
保
存

　

�　

水
分
を
拭
き
取
り
、
１
本
ず
つ
キ
ッ

チ
ン
ペ
ー
パ
ー
や
新
聞
紙
で
包
み
ま
す
。

牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
の
容
器
に
立
て
て
冷

暗
所
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

◆ 

冷
蔵
保
存

　

�　

水
分
を
拭
き
取
り
、
１
本
ず
つ
キ
ッ

チ
ン
ペ
ー
パ
ー
や
新
聞
紙
で
包
み
ま
す
。

ま
と
め
て
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
軽
く
口
を

閉
じ
、
冷
蔵
庫
の
野
菜
室
に
立
て
て
保

存
し
ま
す
。

部
会
長　
　

佐
藤　

清
和

副
部
会
長　

堀
江　

正
一

　
　
　
　
　

八
巻　

正
美

会
計　
　
　

小
野　

策
七

生
産
部
会
役
員

き
ゅ
う
り
の
は
な
し

部会長 佐藤　清和さん

栽培 生産部会活動
３月 圃場準備 本部役員会・市場販売対策会議
４月 雨よけ定植 定植指導会
５月 雨よけ出荷開始 栽培管理指導会・目揃会

出荷協議会・機械共選開始
６月 露地定植 栽培管理指導会・目揃会
７月 露地出荷開始・抑制定植 栽培管理指導会
８月 抑制出荷開始 栽培管理指導会
９月 本部役員会
10月
11月 収穫終了 機械共選終了・役員研修会
12月 本部役員会・資材注文書取りまとめ
１月
２月 出荷反省会・通常総会

きゅうり生産部会　　　カレンダー

きゅうり生産部会の皆さん

●
施
設
化
の
推
進

　
（
品
質
の
向
上
、
出
荷
量
の
安
定
化
、
異
常
気
象
対
策
）

●
機
械
共
選
利
用
推
進

　
（
作
業
省
力
化
、
栽
培
面
積
の
維
持
・
拡
大
、
品
質
の
統
一
）

●
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
推
進

　
（
消
費
者
・
流
通
業
者
へ
向
け
た
客
観
的
な
安
全
性
の
証
明
）

●
優
良
品
種
の
選
定
と
導
入

　
（
病
害
対
策
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
苗
の
導
入
、
異
常
気
象
へ
の
対
応
）

●
農
薬
の
適
正
使
用

　
（
農
薬
使
用
基
準
の
順
守
、
補
助
簿
の
活
用
）

重
点
取
り
組
み
事
項
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短
歌
・
俳
句
・
川
柳

加藤 新吉さん（二本松市）

大町 久子さん（伊達市保原町） 志賀 美津子さん（南相馬市原町区） 橘 美知子さん（伊達市梁川町）

桑折 ツネ子さん（南相馬市原町区）

羽田 アヱさん（福島市） 曳地 美雪さん（伊達市梁川町） 岡本 家子さん（南相馬市鹿島区） 加藤 洋子さん（二本松市） 清野 八智子さん（伊達市保原町）

大石 久子さん（二本松市） 今村 久子さん（伊達市保原町） 今野 廣子さん（南相馬市鹿島区） 佐藤 静子さん（伊達市保原町） 山田 ひで子さん（伊達市保原町）

鈴木 美江子さん（伊達市梁川町）

高橋 己知子さん（二本松市） 大槻 純子さん（桑折町） 宍戸 フミさん（桑折町）

佐藤 ヒサ子さん（伊達市保原町） 野田 好子さん（伊達市保原町）

ご応募いただいた作品は、JAの農産物直売所で掲示させていただきますので、あらかじめご了承ください。

作品
募集中

みらいろ
作品展

（順不同）

絵手紙、短歌、俳句、川柳の作品を募集いたします。
住所・氏名・年齢・ご連絡先を明記の上ハガキまたは封書にて、お送りく
ださい。また、「みらいろ」を見てのご意見、ご感想もお待ちしております。
応募締切は7月18日（火）必着です。
※締切に間に合わなかった方は、次月号で紹介させていただきます
短歌、俳句、川柳にご応募の方は、作品の種類をご明記ください。
〒960-0185　福島県福島市北矢野目字原田東1-1
JAふくしま未来「みらいろ作品展」係

短
歌

ツ
バ
メ
達
古
巣
争
い
お
見
事
で

見
て
い
る
こ
っ
ち
も
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ

池
田 

ト
キ
ノ
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

復
興
植
樹
の
浜
海
道
に

桜
花
ち
り
ゆ
き
若
葉
に
い
や
さ
れ

加
藤 

キ
ミ
子
さ
ん
（
相
馬
郡
新
地
町
）

夢
語
り
一
笑
に
ふ
さ
れ
し
昭
和
初
期

今
で
は
Ａ
Ｉ
生
活
普
通

田
中 

里
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

八
十
路
で
も
仲
間
と
踊
る
レ
ク
ダ
ン
ス

お
さ
ら
い
会
に
愛
嬌
学
ぶ

宍
戸 

マ
リ
子
さ
ん
（
福
島
市
）

フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
女
性
部
参
加
四
年
ぶ
り

テ
ン
ト
の
そ
ば
に
紫
詰
草

渡
辺 

陽
子
さ
ん
（
福
島
市
）

七
夕
は
空
の
二
人
の
逢
瀬
の
日

雲
の
帳
よ
優
し
く
包
め

佐
藤 

秀
也
さ
ん
（
伊
達
市
梁
川
町
）

み
ら
いっ
子
可
愛
さ
いっ
ぱ
い
夢
いっ
ぱ
い

令
和
時
代
の
花
形
め
ざ
せ

渡
辺 

清
幸
さ
ん
（
本
宮
市
）

田
植
済
み
白
鷺
一
羽
ゆ
う
ゆ
う
と

苗
を
踏
み
つ
け
餌
を
喰
い
お
り

佐
久
間 

喜
夫
さ
ん
（
二
本
松
市
）

学
び
来
し
地
球
の
平
和
築
か
ん
と

歩
み
し
道
を
汚
す
国
あ
り

平
田 

一
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

大
型
の
連
休
レ
ジ
に
カ
ゴ
の
列

久
の
親
子
か
会
話
に
和
む

大
内 

由
美
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

満
開
の
花
桃
の
里
タ
ク
シ
ー
で

中
三
の
友
少
し
ぜ
い
た
く

二
瓶 

久
子
さ
ん
（
福
島
市
）

先
生
と
私
の
噂
の
職
員
室

霊
感
強
い
家
政
科
担
任

清
水 

義
宏
さ
ん
（
相
馬
市
）

青
田
風
緑
の
稲
に
吹
き
渡
る

秋
の
収
穫
期
待
し
て
い
る

松
坂 

義
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

理
不
尽
な
涙
す
る
こ
と
あ
れ
ば
こ
そ

君
に
寄
り
添
い
金
婚
式
に

森
谷 

悦
子
さ
ん
（
福
島
市
）

俳
句

風
鈴
の
音
耳
に
し
て
眠
り
入
る

富
田 

タ
ツ
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

土
手
の
恵
み
松
露
ご
飯
味
わ
う
笑
顔

佐
久
間 

恵
美
子
さ
ん
（
二
本
松
市
）

雨
前
に
田
植
終
っ
て
ホ
ッ
と
す
る

阿
部 

勝
香
さ
ん
（
福
島
市
）

天
道
虫
小
さ
い
く
せ
に
目
立
ち
す
ぎ

加
藤 

慶
子
さ
ん
（
伊
達
市
霊
山
町
）

餅
つ
き
の
き
ね
を
斧
と
話
す
孫

大
槻 

伊
津
子
さ
ん
（
二
本
松
市
）

庭
先
に
鳩
のつ
が
い
の
仲
よ
き
姿
に
豆
を
ま
く

鈴
木 

光
子
さ
ん
（
伊
達
市
保
原
町
）

牡
丹
咲
き
黒
き
あ
げ
羽
が
独
り
舞
う

夏
山 

繁
樹
さ
ん
（
福
島
市
）

朝
日
あ
び
軒
下
の
巣
の
子
つ
ば
め
よ

富
田 

直
子
さ
ん
（
水
戸
市
）

ほ
っ
と
す
る
数
年
き
か
ず
カ
ッ
コ
ー
の
声

齋
藤 

博
美
さ
ん
（
伊
達
郡
川
俣
町
）

春
な
の
に
上
衣
な
し
で
は
出
ら
れ
な
い

鈴
木 

記
代
さ
ん
（
大
玉
村
）

桑
の
実
の
指
染
め
口
の
中
も
染
め

小
田 

和
子
さ
ん
（
明
石
市
）

籐
椅
子
の
軋
み
や
老
ゆ
る
身
に
似
合
ふ

小
田 

慶
喜
さ
ん
（
明
石
市
）

夏
祭
わ
い
わ
い
揉
み
合
う
若
い
衆

深
澤 

隆
利
さ
ん
（
桑
折
町
）

川
柳

聞
き
上
手
忘
れ
上
手
に
老
い
の
知
恵

須
賀 

深
子
さ
ん
（
伊
達
市
保
原
町
）

世
は
暗
き
天
災
悪
く
ま
物
価
高

佐
藤 

忠
良
さ
ん
（
二
本
松
市
）

春
に
な
り
夏
日
で
消
え
る
雪
う
さ
ぎ

井
上 

家
治
さ
ん
（
飯
舘
村
）

シ
ャ
ボ
ン
玉
短
い
命
七
色
で

佐
野 

敏
雄
さ
ん
（
伊
達
市
梁
川
町
）

似
顔
絵
の
中
で
も
目
立
つ
ほ
う
れ
い
線

遠
藤 

ゆ
う
こ
さ
ん
（
二
本
松
市
）

孫
空
手
思
い
貫
く
初
優
勝

志
賀 

美
恵
子
さ
ん
（
郡
山
市
）

今
日
の
恥
リ
ボ
ン
を
付
け
て
小
川
に
ポ
ン
！

鴫
原 

美
智
子
さ
ん
（
二
本
松
市
）

か
た
つ
む
り
紫
陽
花
の
葉
で
ひ
と
休
み

市
山 

カ
ツ
エ
さ
ん
（
国
見
町
）

新
緑
は
ざ
ま
カ
モ
シ
カ
親
子
ほ
っ
こ
り
と

今
野 

純
子
さ
ん
（
新
地
町
）

遠
き
日
を
思
い
浮
べ
て
日
向
ぼ
っ
こ

吉
田 

ユ
キ
さ
ん
（
二
本
松
市
）

被
災
地
を
特
急
「
ひ
た
ち
」
が
ひ
た
走
る

平
間 

勝
成
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

夕
暮
れ
に
犬
の
散
歩
で
汗
し
の
ぐ

佐
藤 

衛
さ
ん
（
伊
達
市
保
原
町
）

弱
身
に
も
一
人
前
の
衣
替
え

安
藤 

直
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

老
夫
婦
こ
そ
あ
ど
言
葉
で
会
話
す
る

あ
ー
ち
ゃ
ん
さ
ん
（
飯
舘
村
）

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
助
け
て
も
ら
い
百
ま
で
も

加
藤 
邦
夫
さ
ん
（
二
本
松
市
）

フ
ー
ド
ロ
ス
調
理
し
だ
い
で
別
も
の
に

加
藤 

ハ
ル
エ
さ
ん
（
二
本
松
市
）

袱
台
に
茶
碗
二つの
ス
タ
ー
ト
台

宮
川 

公
さ
ん
（
伊
達
市
保
原
町
）

目
指
す
の
は
幸
齢
者
に
と
家
の
光

佐
藤 

良
子
さ
ん
（
本
宮
市
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
便
利
す
ぎ
て
も
不
安
で
す

梅
村 

チ
ヨ
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

キ
ョ
ウ
ダ
イ
な
援
軍
が
い
た
函
館
市

山
本 

松
太
郎
さ
ん
（
本
宮
市
）

岩
手
の
人
総
理
野
球
量
産
に
ワ
ン
ダ
フ
ル

引
地 

茂
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

雄
キ
ジ
ち
ゃ
ん
そ
こ
の
け
車
が
来
て
る
の
よ

藤
原 

和
江
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

六
月
よ
仕
事
に
熱
中
熱
中
症
よ

太
田 

幸
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

運
転
中
ガ
ラ
ス
に
白
印
空
の
ゴ
ミ
か

三
浦 

良
一
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

セ
ク
騒
ぎ
猫
が
見
た
の
か
知
ら
ぬ
様
子

デ
ク
ノ
坊
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

仲
良
し
兄
弟
力
士
そ
の
う
ち
超
ラ
イ
バ
ル
だ

太
田 

三
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

黄
砂
は
中
露
か
ら
赤
砂
来
た
ら
何
ん
と
思
う

藤
原 

元
気
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

高
齢
者
百
才
の
言
葉
ち
と
早
計

藤
原 

實
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）
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三浦 幸浩さんのお孫さん

高松 和憲さん、
　　 奈緒さんのお子さん

宍戸 洋平さん、
　　 　梢さんのお子さん

川名 勝典さん、
　 いち子さんのお孫さん

〈我が家のビビリ王子〉
やっと、だんご虫・てんとう虫を
捕えられる様になりました。

頑張れ★庵★

おててつないで
ニコニコ笑顔

我が家のかわいい
天使ちゃん

お外遊び大好きな2人。
これからも仲良く逞しく
成長してね‼

いつもみんなを
笑顔にしてくれて
ありがとう。

庵
いおり

くん（3歳）

凛
り

來
こ

ちゃん（3歳） 優
ゆう

成
せい

くん（5歳）

恒
こう

太
た

くん（7歳） 雪
ゆき

羽
は

ちゃん（3歳）

髙野和
わ

嘉
か

子
こ

ちゃん（1歳）

髙野久
ひさ

志
し

くん（3歳）

渡利支店

本宮支店

中村みなみ支店

五十沢支店

未来への心をつなぐパートナー “農をはぐくみ 地域をつなぐ” みなさまの評価・応援が私たちの力になります！力

食農学類

自己
改革

只今、
実践中!

!
vol.64vol.64vol.64

只今、
実践中!

!
vol.64 　明治31年に日本で最初の農業協同組合となる「上小国信用組合」が設立されました。

当時の零細農家が力を寄せ合って、生活資金を貸し付けて住民の救済にあたりました。
県会議員・衆議院議員を務めた佐藤忠望先生

により設立された組合で、先生の生誕170年を記念しリーフレットが作
成されＪＡにも贈呈されました。
　農業協同組合発祥の地を地盤とするＪＡふくしま未来は佐藤忠望先生
の意思を受け継いでＪＡ自己改革を進めてまいります。

霊山町上小国にある「農協発祥の地」

　こんにちは。福島大学サイエンスカフェです。サイエンスカフェの食育に向けての活
動が徐々にスタートしてきました。５月には、福島市の農家のご協力の下、田植えを行
いました。サイエンスカフェメンバーの 1、2 年生で食農学類名物のカラフルなつなぎ
を着用し、ひとつひとつ手で苗を植えていきました。大学の実習で習った経験を活かし、
スムーズに作業を行うことができました。秋には、地域の子どもたちと一緒に稲刈りを
行い、お米ができる様子を学んでもらいたいと考えております。私たちが植えた稲の生
育状況もSNSで発信しています。ぜひご覧ください！今後、サイエンスカフェでは様々
なイベントを通して、多くの子どもたちに食の楽しさと大切さを伝えていく予定です。
皆さん、楽しみにしていてくださいね！

食育に向けての活動がスタートしました！

研究室探訪研 室 訪
vol .17

「ど真ん中に“食と農”、次代につなぐ地域づくり」
～ 不断の自己改革へさらなる挑戦 ～

YouTube
「みらいろチャンネル」で
『佐藤忠望先生とは？』

公開中！
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みらい百彩館 んめ～べここら

全店統一　ももまつり　7月24日㈪～30日㈰
イベント情報

2023

月7

日和ジュース特売　７月中 みらいフェスタ　７月15日㈯～16日㈰ 夏野菜＆すいかまつり　７月８日㈯～９日㈰
こらんしょ市の日　　　７月15日㈯～16日㈰
月末の市　　　　　　　７月29日㈯～31日㈪

旬のひろば

チーフ 鈴木 香織

ここら黒岩店は、今年で開店から19年目となり、地元の皆さんに愛されて
いる人気店です。生産者から毎日届けられる新鮮な野菜やくだものを販売
しています。

　トマトの赤色は、色素成分「リコピン」で、油脂と
合わせることで吸収率があがります。オススメ料理は
「トマトたっぷり！冷製麺」。トマトの鮮やかな彩りが
映える一品です。
　ズッキーニにはカリウムが豊富に含まれており、低
カロリーな部分が魅力的です。皮にハリとツヤがある
のが新鮮な証拠なので、お買い求めの際の参考にして
みてください。
　また、当ＪＡは日本一の夏秋キュウリの産地です。
水分を多く含むキュウリは、摂取することで体を内側
から冷やしてくれる働きがあります。キュウリを食べ
て暑い夏を乗り切りましょう！

直売所ナビ

YouTubeにて
動画配信中‼ チャンネル登録お願いします♪

Farmer's 
Market

福島市黒岩字北井14-1
TEL 024-544-0860
営業時間／9：00～17：00

（季節により営業時間が異なります）

ここら黒岩店

 「みらいろチャンネル」

開店前に並んでお待ちい
ただいているお客さま、
いつもご来店ありがとう
ございます。

トマトたっぷり！冷製麺

こらんしょ市

火曜日　市場仕入品特売
水曜日　牛乳の日
木曜日～日曜日　肉の日
金曜日～日曜日　お米特売
７の付く日は納豆の日

月曜日　んめ～べの日
火曜日　牛乳の日・かつ丼の日
水曜日　たまごの日
木曜日　お米の日・おにぎりの日
金曜日　お肉の日
土曜日　魚の日
ゼロの付く日は納豆の日
8の付く日はパンの日

月曜日　惣菜の日
火曜日　牛乳の日
第１・３水曜日　たまごの日
第２水曜日　四季のつゆ特売
第４水曜日　Aコープ油特売

毎週土日　週末特選品特価販売

木曜日　野菜の日
金曜日　お肉の日
日曜日　餅の日
１０日　豆腐・納豆の日
２０日　豆腐の日

当社、中古農業機械査定士がお伺いし査定
見積いたします。 故障していても買取り可
能な場合もございます。
まずはお気軽にお問い合わせください!

安心してお売りいただくために…

※程度により買取りできない場合もあります。
※農機具の処分（廃棄）の相談も承ります。

手数料

0円

車検切れてる
けど… 商用車やトラック、エアロ・

カスタムパーツ装着車など、
どんなお車でも査定いたし
ます！手数料はかかりません！
お気軽にご相談ください！
※車の程度により買取りが出来ない場合もあります

古いし、ボロボ
ロでも大丈夫？

福島自動車センター 伊達自動車センター 相馬自動車センターお問い合わせは
コチラまで！

全メーカー取り扱い！ 新車・中古車の販売！！全メーカー取り扱い！ 新車・中古車の販売！！全メーカー取り扱い！ 新車・中古車の販売！！
安心・安全・スピーディーな対応！

車検、一般整備 のことなら、
下記にお任せ!!

☎024-553-1651 ☎024-577-1709 ☎0244-36-5544

●福島農機センター
●松川農機センター 
●飯坂農機センター   
●伊達保原農機センター  

TEL.024-558-6957
TEL.024-567-3390
TEL.024-541-2390
TEL.024-575-3839

●霊山農機センター
●梁川農機センター
●国見農機センター
●桑折農機センター

TEL.024-586-1045
TEL.024-577-0536
TEL.024-585-2565
ＴEL.024-582-2340

●二本松農機センター
●本宮農機センター
●原町農機センター
●そうま農機センター

TEL.0243-22-1045
TEL.0243-33-3254
TEL.0244-22-3165
TEL.0244-36-5544

お近くの農機センターへ お気軽にご相談ください!

ご不要になったおクルマは

https://ja-fms.jp/
本　社 ☎024-572-7381
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お
知
ら
せ

　春は2000本の桜、夏はあふれる緑の中でキャンプ、秋は紅葉
の下で芋煮会、そして静かな冬のバードウォッチング。四季折々
の自然のなか、家族みんなで楽しめるアウトドアレジャーのメッ
カとなっています。

伊達地区（伊達市梁川町）

ドローンで見る
ふくしま未来

https://www.ja-f-mirai.or.jp/link/?drone

ホームページで動画もご覧いただけます。

検 索JAふくしま未来 ドローン動画集

やながわ希望の森公園

2929

福島県内のJA口座でATMをご利用のみなさまへ

　日頃から、当組合をご利用いただきまして、厚く御
礼申し上げます。
　このたび、JAバンク福島では、金融犯罪の多様化、
盗難通帳による不正な払い戻し等が発生していること
を踏まえ、こうした被害からご利用様の貯金をお守り
するため、令和5 年 7月 22 日より、通帳のみでの
ATMご出金の取り扱いを停止させていただきます。
　今後、ATM でのご出金の際は、キャッシュカードが
必要となります。
　利用者のみなさまには大変ご不便をおかけしますが、
何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。

令和 5年 7月 22日より、
ATMでのご出金はキャッシュカードが

必要となります

※通帳によるATMでのご入金およびご記帳は引き続き
　ご利用いただけます

〈お問い合わせ先〉JAふくしま未来　金融部　TEL：024-563-3061

×

通帳のみでのATMご出金取扱停止のお知らせ
令和5年9月30日（土） 第1組目８：15スタート
パーシモンカントリークラブ（伊達市霊山町下小国字東海間入23）
JAふくしま未来伊達地区管内に居住または、管内の事業所に勤務する者でJA事業
利用者
3,000円
13,500円（セルフプレー） ※税込、昼食代1,320円含　キャディーフィー別途
18ホールストロークプレー　新ぺリア方式　その他ローカルルールを適用 
プレー後表彰式を開催
30組×4名＝120名
JA各支店（伊達地区管内）または、伊達地区本部地域支援課
令和５年８月18日（金）まで
伊達地区地域支援課　℡024-575-0100

第8回 伊達地区組合長杯ゴルフ大会伊達地区組合長杯ゴルフ大会
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官製ハガキに、①パズルの答え  ②郵便番号  ③住所  ④氏名 ⑤年齢 
⑥職業 ⑦電話番号 ⑧JAや広報誌に関するご意見、ご要望、地域の
話題等を記入の上、上記の宛先までご応募ください。

〒960-0185
福島県福島市北矢野目字原田東1-1
JAふくしま未来「広報誌クロスワードパズル」 係

記載された個人情報は、賞品の発送以外の目的には使用いたしません。当選者の発表は賞品の
発送をもってかえさせていただきます。

正解者の中から抽選で
「みらいろオリジナルグッズ」
を10名様にお送りさせて
いただきます。

宛 先

応募
方法

➡ヨコのカギ
2　パラシュートともいいます
5　法やルールなどに背くこと
7　イタリアの1つ前の通貨単位
8　「あかつき」や「白鳳」などの品種が
あります

9　日暮れ頃にザーッと降ります
11 読売ジャイアンツの本拠地は東
京̶̶です

12 植物に水やりをするときに使う道具
14 陰（いん）の反対語
15 毎度、バカバカしいお笑いを一̶̶
16 紙幣や貨幣を入れます
17 カレンダーに「FRI」と書かれてい
ることも

1　京都の五山送り火で、最もよく知ら
れた形の送り火

2　エビネもカトレアもこの花の仲間
3　肥料の3要素の1つ。元素記号はK
4　どのドレッシングで食べようかな
6　骨切りをする細長い魚
9　イタリアの現在の通貨単位
10 山の頂上と麓の間
11 一緒に暮らしています
13 突破して決勝に進みます
14 夕空に輝く̶̶の明星
16 歌謡曲で一番盛り上がる部分のこ
と

二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？
二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

A B C ED
ヒ ヤ ケ ド メ

先月号の答え

■ 協議事項 ■
議案第１号　令和5年度共選施設利用料の設定について
議案第２号　和牛子牛販売における販売高並びに手数料計上処

理の統一について
議案第３号　理事会承認貸付について
議案第４号　令和4年度行政庁業務報告書の提出について
議案第５号　固定資産の売却処分について
議案第６号　人事考課規程の一部改訂について

梅雨明けが待ち遠しい日々ですが、雨かと思えば晴れたり、蒸し
暑いと思ったら涼しくなったり、皆様体調を崩されてはいません
か？熱中症に気を付けてこまめに水分をとり適切な食事と十分
な睡眠をとるようにしましょう。（中野）

⬇タテのカギ

応募締切

 7月25日
（必着）

火

広報誌「みらいろ」6月号に下記の誤りがございました。深くお詫び申し上げ、下記の通り訂正いたします。
◆10ページ　トピックス「未来館で健康教室」　誤　未来館おて　 　→　正　未来館しらね
　　　　　　　　　　　　　　　　　写真説明　 誤　未来館しらね 　→　正　未来館おて
◆第８回総代会資料に誤りがございました。詳細につきましては、HPをご覧ください。

理 事 会 報 告JAふくしま未来の概要

編 集 後 記

組　合　員　数　（正）

　　　〃　　　　（准）

役　　員　　数　理事

　　　〃　　　　監事

職　　員　　数

准　職　員　数

出　　資　　金

事 業 実 績

購 買 品 供 給 高

販 売 品 販 売 高

貯 　 金 　 高

貸   付   金   高

長 期 共 済 保 有 高

第３回
理事会

日時 ／ 令和5年5月31日（木）
場所 ／ パルセいいざか　1階　第2会議室

46,750人

46,626人

52人

8人

1,073人

247人

16,254百万円

令和5年5月末現在

3,776百万円

3,296百万円

767,654百万円

218,528百万円

2,475,023百万円

園芸研究家●成松次郎

和種と洋種の2種類があり、和種は葉色が黄緑で花茎
とつぼみと葉を利用し、洋種は葉色が濃く、主に花
茎と葉を食べます。和種には、早生品種に「秋華」、「早
陽一号」、「CR 京の春」、中晩生品種に「花飾り」、
「CR華の舞」などがあります。洋種には、「三重なばな」
や「のらぼう菜」などがあります。

種まき、または植え付け2週間前に、1㎡当たり苦土
石灰100gをまき、深く土を耕しておきます。1週間
前に畝幅60～70cm、幅20cmくらい、深さ15cmく
らいの溝を掘り、この溝1m当たり元肥として化成肥
料（NPK各成分10%）100g程度と堆肥2kgを施して土
を戻し、くわでまき床が平らになるようならします
（図1）。

※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています

とう立ち後、和種ではつぼみが
膨らんできたら、開花前に先端
15～20cmを収穫します。洋種
では本葉15枚くらいで上部を
摘心し、脇芽を伸ばし、先端を
20～25cmで収穫します。いず
れも、各節から多数の脇芽を同
様の長さで収穫します（図5）。

生育初期は防虫ネットで被覆し、その後アブラムシに
は粘着くん液剤など、アオムシ、コナガにはアファー
ム乳剤、トアロー水和剤CTなどを使って防除します。

じかまきでは、1回目は本葉 2、3 枚時に株間 5、6cm、2
回目は本葉 5、6枚時に株間 10cmくらいに間引き、さら
に本葉10枚時に株間を20cmくらいにします（図3）。最
後の間引き後、畝の長さ1m当たり化成肥料 30g 程度を
まき、軽く耕し、土寄せをしておきます。その後、1 カ月
に1回の割合で同様に追肥をします（図4）。

じかまきでは、まき溝全体に2、3cmくらいの間隔に
種まきします（図2）。覆土後に十分灌水し、べたがけ
資材で覆って発芽や幼苗を保護します。なお、苗作り
をする場合、9cmポリポッ
トに5、6粒まき、2回に分け
て間引きして本葉5、6枚の
苗に仕上げ、株間20cm間
隔で畑に植えます。

JAの営農担当者監修のもと、「これから野菜をつくってみたい！」と考えているみなさんに役立つ情報をお届けします♪

　ナバナは童謡でも歌われる春の花。種子から菜種油を採取し、つぼみと若い茎葉を食べる野
菜です。味に癖がないので、サラダやあえ物、おひたしなどでいただきます。晩夏から初秋に
種まきし、年内から早春に収穫します。

あな たもチャレンジ

家庭菜園
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今月のテーマ

みら★スタみら★スタ★
M I R A I R O  S T U D I O

SUTAMIRA

〒960-0185 
福島県福島市北矢野目字原田東1-1
JAふくしま未来 広報課「みら☆スタ」係

投稿方法投 方

宛

　先

便せん、またはメール本文に
❶氏名　❷ペンネーム　❸住所　❹電話番号　❺写真のタイトル
❻写真の簡単な説明（30字程度）　を明記してください。
※メールの場合、件名を「みら☆スタ」にて送付ください
※一人１枚のみ
※写真は、概ね３ヶ月以内に撮影したものをご応募ください
紙面の都合上、掲載枚数には限りがございますがご了承ください。
投稿の際の個人情報は、広報誌への掲載並びに広報に関すること以外には使用いたしません。

読者の皆様から、テーマに沿った写真を募集しています。
郵送・Eメール・携帯写真メールの、いずれかの方法で撮影した写真をお送りください。

広報誌

2023年7月１日発行
7月号

Facebook 公式LINE Youtube公式HP

ふくしま未来農業協同組合
〒960-0185 福島県福島市北矢野目字原田東1-1
編集：改革推進部広報課

 TEL　024-573-7121　URL　https://ja-f-mirai.or.jp/

応募フォームへ必要事項を入力の上、写真を
１枚添付しご応募ください。
右記ＱＲコードから「JAふくしま未来ホーム
ページ」にアクセスしご応募ください。

伊達市保原町 あ～ちゃんのばぁばさん
35年ぶりぐらいで我が家にあるバナナの花
が咲きそうです！

『異常気象？』
伊達市梁川町 ここちゃんのお母さんさん

夏に向けて暑くなるので、かなり短くカットしました
が、不満のようです。

『暑くなるので、短くカットしました』

福島市大笹生 みーちゃんさん
大好きな花です。今年もたくさん植えました。

『夏の花（ゆり）』

福島市笹木野
野田の百姓さん

浄土平の木道から見た天の川です。
毎年、これらの星々が高山へ登って
来ると夏の訪れを感じます。

『夏の銀河』

福島市松川町 元気くんさん
野菜の花で美しいのはニラと人参と私は想っています。

『野菜の女王（人参の花）』
二本松市岳 はるりんさん

夏の紫陽花、白い蕾、綺麗ね。素敵。咲くといいね。

『紫陽花』

郵 送

WEB

掲載された方には、JA６次化
商品もしくは、オリジナルグッズ
をプレゼントします♪

夏

投稿大募集中♪

8月号のお題
風景
2023年7月18日火締切

9月号のお題
フルーツ

次号


